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研究課題名：山間地における水稲作況試験
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
協 力 分 担：島根県農業技術センター
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：継 1976 年度～ (昭和 51 年～ )
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研究課題名：水稲奨励品種決定調査
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
協 力 分 担：島根県農業技術センター栽培研究部作物グループ、
　　　　　……島根県産業技術センター技術部生物応用グループ
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：継 1953 年度～ (昭和 28 年～ )
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研究課題名：水稲奨励品種決定調査　②酒米奨励品種‘佐香錦’施肥試験
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
協 力 分 担：島根県農業技術センター栽培研究部作物グループ、
　　　　　　島根県産業技術センター技術部生物応用グループ
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：継 1953 年度～ (昭和 28 年～ )
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　①前作有機稲作ほ場における有機稲作 - １
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度



－ �0－



－ ��－

研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　①前作有機稲作ほ場における有機稲作 -2
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　②前作有機白大豆ほ場における有機稲作
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度

移植１日後田面散布

米ぬかペレット 10kg/a

米ぬか屑大豆ペレット 10kg/a

米ぬか屑大豆竹パウダーペレット 10kg/a

米ぬか屑大豆竹パウダーペレット 10kg/a
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　③前作有機黒大豆ほ場における有機稲作
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度



－ ��－



－ ��－



－ ��－

研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　④畦畔管理による斑点米カメムシ対策
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　⑤前作有機稲作ほ場における有機白大豆作
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：水稲・大豆の有機栽培技術の確立　⑥前作有機稲作ほ場における有機黒大豆作
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ
担 当 者 名：加納正浩
予 算 区 分：県単
研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　１．アスパラガスの有機栽培実証
　　　　　　　　１）アスパラガスの有機栽培における収量性と天敵温存植物の植栽効果
担 当 部 署：農林技術部・資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成１８～２１年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　２．半促成メロンの有機栽培実証
　　　　　　　　１）メロンの有機栽培における紫外線カットフィルムの被覆効果
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　３．夏秋どりトマトの有機栽培
　　　　　　　　１）トマト有機栽培における低利用林産資源の利用効果
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　４．サヤインゲンの有機栽培実証
　　　　　　　　１）有機栽培管理法におけるサヤインゲンの収量性
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　５．夏秋イチゴの有機栽培実証
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度



－ ��－



－ ��－

研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　６．白ネギの有機栽培実証（現地実証）
　　　　　　　　１）有機質肥料の施用が白ネギの収量に及ぼす影響
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之：協力分担：西部農林振興センター県央事務所　邑智南普及 G

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 21 年度
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研究課題名：中山間地域における県振興野菜の有機栽培技術の確立
　　　　　　　６．白ネギの有機栽培実証（現地実証）
　　　　　　　　２）白ネギ有機栽培における天敵温存植物の植栽効果
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之：協力分担：西部農林振興センター県央事務所　邑智南普及 G

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 21 年度
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研究課題名：広葉樹資源の有効利用技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：冨川康之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 21 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久、浜崎修司、加納正浩、吉岡　孝、冨川康之、鳥谷隆之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　　２）竹パウダーの経済性調査
　　　　　　　　　①竹の伐採・玉切・運搬・チップ化の作業時間の調査（モウソウチク）
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　　２）竹パウダーの経済性調査
　　　　　　　　　①竹の伐採・玉切・運搬・チップ化の作業時間の調査（ハチク）
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　　２）竹パウダーの経済性調査
　　　　　　　　　②竹の伐採からパウダー化までの生産コスト積算
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　　２）竹パウダーの経済性調査
　　　　　　　　　③竹パウダーを使用した発酵 TMR 飼料の平均作製時間と生産コスト試算
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効活用技術の開発　
　　　　　　　１．竹資源の有効利用技術の開発　
　　　　　　　　３）竹パウダーの畜産利用
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：堀江雅樹

予 算 区 分：県単

研 究 機 関：平成１８～２０年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　２．チュウゴクザサの採取及び再生方法の確立
　　　　　　　　１）試験区の隔月の資源量の変化
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　２．チュウゴクザサの採取及び再生方法の確立
　　　　　　　　２）植栽区における栽培方法の検討①
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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研究課題名：低利用林産資源の有効利用技術の開発
　　　　　　　２．チュウゴクザサの採取及び再生方法の確立
　　　　　　　　２）植栽区における栽培方法の検討②
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：島田靖久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 18 ～ 20 年度
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図３　区画３のササ発生位置 図４　区画４のササ発生位置

図５　区画５のササ発生位置 図６　区画６のササ発生位置
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研究課題名：地域資源を利用した機能性食品原料の栽培技術開発
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ・森林保護育成グループ

担 当 者 名：冨川康之・福井修二

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 19 ～ 21 年度
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